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 （午前９時５８分 開会） 

───────────────────── 

開 会 

───────────────────── 

○工藤総務部長 おはようございます。 

本日も大変お忙しい中、お集まりいただき

まして、ありがとうございました。 

これより、平成２７年度第３回北斗市総合

教育会議を開催したいと思います。 

本日は、第２回の会議を踏まえて、さらに

は市民意見を募集したところでございますの

で、パブリックコメントの結果を踏まえまし

て、北斗市教育大綱の最終決定していきたい

と思います。 

よろしくご審議賜りますよう、お願い申し

あげます。 

───────────────────── 

協 議 事 項 

 (1) パブリックコメント実施結果と 

それに対する対応について 

───────────────────── 

○工藤総務部長 早速ではございますが、

この後の進行につきましては市長にお願い申

しあげまして、進めてまいりたいと思いま

す。 

よろしくお願いいたします。 

○高谷市長 おはようございます。 

今日は、平成２７年度の第３回総合教育会

議を開催させていただきましたけれども、皆

様方には本当にお忙しい中ご出席をいただき

まして、誠にありがとうございました。 

それでは、進行役を務めてまいりますの

で、委員の皆様よろしくお願いいたします。 

今日の協議事項につきましては、資料にあ

りますように（１）から（３）までの３件に

なっております。 

はじめに、（１）パブリックコメント実施

結果とそれに対する対応について、事務局か

ら説明をお願いいたします。 

○岡村教育次長 私の方から、ご説明させて

いただきます。 

パブリックコメントの実施結果につきまし

ては、ご意見が１名、２件ありました。 

これに対します市の考え方をご説明したい

と思います。 

資料の方は２枚目のところで、資料１とい

う風になってございます。 

ここの部分ですが、まず１番目として、地

域と学校の連携、子ども会活動についてとい

う内容でございました。 

「町内会など学校と地域との連携とよく言

われますが、具体的にどのようなことを考え

ているのでしょうか。もう少し具体的に触れ

ていただけるとありがたいと思っています。 

そのためにも、学校教育における子ども会の

位置づけや地域での子ども会の現状、学童保

育の現状について議論されてはいかがでしょ

うか。」との内容でございました。 

これに対します市の考え方といたしまして

は、「貴重なご意見をいただきましてありが

とうございます。大綱という考え方から、具

体的に明記はいたしませんでしたが、地域と

学校の連携につきましては、現状におきまし

ても登下校時における街頭指導や防犯活動に

おける子ども１１０番の家の登録、地域のお

祭りなどへの参加など各種の協力をいただい

ております。今後におきましても、さらなる

連携を深めていくために、学校内に地域連絡

協議会を設置し、町内会、老人クラブ、民生

委員等をメンバーとして、学校運営における

意見を広く取り入れて、学校活動への関心度

を高めてもらうことが必要と考えておりま

す。このためにも、学校側から積極的に地域

と関わり、地域におけるふるさと教育の面で

は外部講師としての参加を募るなど、双方協

力の基で地域と学校の活動が活発化すること

を願っております。また、子ども会活動など

につきましても、地域の現状を踏まえ、課題

の解決に向け議論させていただきたいと考え

ております。」という内容で考えてございま

す。 

それと、２点目の部分になります。 

中段以降ですが、「ほくと学ジュニア検

定」についてということでした。 
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「足下を掘る。地域の自然や歴史・文化を

知ることは大切なことだと思います。防災面

からも大事です。検定問題は非公開となって

いるようですが、公開しても良いのではない

か」との意見でございます。 

「地域学習は大人も興味を持っています。 

親子での学習、その場所に行ってみることも

良いことです」ということでございます。 

「検定を軸としての地域学習の推進をして

いただきたい」とのご意見です。 

それと、「地域は変化しますので、郷土読

本の改訂などにも取り組まれることをお願い

します」とのご意見でございました。 

この部分につきましての市の考え方なので

すが、「ほくと学ジュニア検定につきまして

は、今年度、平成２７年度から始めた事業

で、小学３年生に配布している社会科副読本

を題材に出題しております。次年度以降の実

施に向けて、ご意見の一つの方法と考えてお

りますので、今後の研究課題とさせていただ

きます。社会科副読本の改訂については、新

年度、平成２８年度に改訂することとしてお

ります」と、まとめさせていただきました。 

事務局側の意見といたしましては、ご意見

による修正はないという風に考えているとこ

ろでございます。 

以上であります。 

○高谷市長 どうもありがとうございまし

た。 

今、（１）の説明がありましたけれども、

約１カ月パブリックコメントを実施した結果

出された意見、そしてそれに対する市の考え

方をお示しするということで、本日の資料が

出されております。 

今説明があった点につきまして、ご意見を

伺ってまいりたいと思いますが、どうでしょ

うか。 

結果として意見はいただきましたけれど

も、大綱を修正するようなことはしないで、

きちんと説明するということなんですけれど

も、これでよろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり。） 

○高谷市長 貴重な意見ですので、丁寧な説

明で返していただければと思います。 

よろしくお願いします。 

それでは、この対応で決定させていただき

ます。 

───────────────────── 

協 議 事 項 

(2) 北斗市教育大綱の決定について 

───────────────────── 

○高谷市長 次に（２）北斗市教育大綱の決

定について、事務局から説明をお願いいたし

ます。 

○岡村教育次長 それでは、私からご説明を

させていただきます。 

大綱の決定につきましては、資料２の方に

前回もお示ししたものなのですが、若干字句

の部分を前後のバランスをとったり、修正し

たところもございます。 

大綱の対象期間の最後の部分なんですが、

「３年間とする。」と言いきった形に変えさ

せていただきました。 

このような形で決定させていただきたいと

いう風に考えているところでございます。 

私の方からは以上でございます。 

○高谷市長 それでは、本日示されました最

終的な教育大綱につきまして、委員の皆様か

ら何か意見があれば、お伺いしたいと思いま

す。 

ほとんど議論はされていると思いますの

で、特にいいですか。 

（「はい」という声あり。） 

○高谷市長 それでは意見が無いようですか

ら、この教育大綱は原案のとおり決定させて

いただきます。 

───────────────────── 

協 議 事 項 

 (3) その他 

───────────────────── 

○高谷市長 それでは次はその他ですけれど

も、委員さんから何かありませんでしょう

か。 

なければ、せっかくの機会でありますし、
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そもそも私が教育に関しては素人ということ

もあって、私の勉強会という意味を含めて、

毎回何か話題にしたいと思っているんですけ

れども、前回の会議でもずっと意見が出され

ておりました、小中一貫教育について意見交

換したいと思っておりますが、よろしいで

しょうか。 

（「はい」という声あり。） 

そうしましたら、何か題材提供をお願いい

たします。 

○岡村教育次長 私の方から、小中一貫教育

とそれに伴いまして義務教育学校というもの

が出てまいります。 

この部分について私の方からご説明をさせ

ていただきます。 

国会で改正学校教育法が成立しまして、平

成２８年度から小中一貫教育を実施する義務

教育学校が創設されることになりました。 

市町村教育委員会の判断で、既存の小学校

などを義務教育学校にできるようになりま

す。 

義務教育学校は、新しい学校の種類として

法律に明記されることになりますが、独自の

教員免許や学習指導要領は設けられません。 

そのため、小中学校の教員免許や学習指導

要領を、これまでのものを活用することにな

ります。 

９年間の一貫教育学校として、現在６・３

制になっている小学校・中学校の学年の区切

りは学校側で柔軟に決めることができるよう

になります。 

例えば、４・３・２ですとか、５・４だと

か多様な区切りが可能となります。 

これによりまして、子どものつまずきの大

きな原因であります、中１ギャップの解消が

期待されるところでございます。 

中学校の内容を小学校の段階で先取りした

り、教育内容の実施学年を入れ替えたりする

ことも可能となる予定となっております。 

具体的に申し上げますと、義務教育学校は

前期課程・小学校段階、それと後期課程・中

学校段階に分かれます。 

学校の形態は、前期課程と後期課程が同じ

校舎にある施設一体型と前期課程と後期課程

の校舎が別々に存在する施設分離型の２タイ

プになります。 

新設校として新しく設置する場合であれば

施設一体型、それと既存の小中学校の施設を

活用・転換する場合については分離型になる

ことが想定されるところでございます。 

ただ、分離型の場合でも、一つの学校とい

う考え方になりますので、校長は一人になり

ます。 

別々に校長がいる現在の小学校と中学校が

一貫教育に近い取り組みをしたとしても、そ

れは小中連携教育になり、一貫教育にはなり

ません。 

また、教員は小学校と中学校両方の免許を

持っていることが必要になりますけれども、

当分の間はどちらか一方の免許状でよいとい

う暫定措置が取られる予定となっておりま

す。 

文科省の調べによりますと、これらの先行

でやっている所の部分では、中１ギャップの

解消などに成果があったという風に高く評価

をしているようでございます。 

また、懸念される事項といたしましては、

学校統廃合のために安易に利用される可能性

があることが挙げられております。 

このため、義務教育学校の制度化は、学校

統廃合に拍車をかけるという恐れもいわれて

いるところでございます。 

義務教育学校の設置に際しましては、きち

んとした小中一貫の教育カリキュラムを用意

して、保護者が地域住民の理解が得られる部

分がポイントになるかのかという風に思いま

す。 

それと一番最初に申しあげました学校教育

法の改正による義務教育学校についての部分

をご説明いたします。 

これらを作った趣旨ですけれども、学校教

育制度の多様化また弾力化を推進するために

現行の小中学校に加えて、小学校から中学校

までの義務教育を一貫して行う義務教育学校
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を新たな学校の種別として規定されます。 

設置者につきましては、国立、市町村立、

私立、いずれも設置が可能となります。 

設置義務につきましては、市町村には小中

学校の設置義務があります。 

しかしながら、義務教育学校の設置をもっ

て、これらの義務を履行したという風にとる

ことができるとされているところでございま

す。 

それと、修業年限につきまして９年間、こ

れは小学校と中学校の学習指導要領を準用す

るためにこの年次となります。 

教職員の関係なんですけれども、小学校と

中学校の免許状の併有が原則となりますが、

当分の間はこれらは例外扱いとするというよ

うな内容でございます。 

これらの施行月日につきましては、今年の

４月１日からという内容でございます。 

小中一貫と義務教育学校ということで、説

明を申し上げました。 

以上です。 

○高谷市長 ありがとうございます。 

北斗市の実態はどのようなものなのです

か。 

義務教育学校はこれからのものだと思う

が、小中一貫教育の関係については、北斗市

内での現状を教えてください。 

○岡村教育次長 小中一貫教育といいます

か、今の段階では連携だと思います。 

それぞれの中学校は５か所あるわけですけ

れども、それぞれ小学校との連携は濃淡の濃

さはあるにしろ、すべての学校で行っている

という現状があると思います。 

一番可能性というか大きいのは、茂辺地小

中学校、並置校で一緒の校舎になりますの

で、一番可能性が高いところはここなのかな

と思います。 

それと、課題といいますか難しいといった

面では、例えば上磯中学校の場合であれば、

上磯小学校、谷川小学校、久根別小学校これ

らの生徒が上磯中学校に入ってきますので、

ここの部分ではなかなか難しい面もあるのか

なという風に思います。 

もう一点は、大野地区の大野中学校でござ

います。 

ここにつきましては、大野地区のすべての

小学校が原則大野中学校ということで、４校

その部分が入ってきますので、これらを施設

分離型と考えるときに５校分を一人の校長先

生が見るというのは中々問題、課題もあるの

かなというようなことで事務局としては考え

ている所でございます。 

○高谷市長 わかりました。 

○吉元教育委員長 来年度から義務教育学校

という言葉がどういう使われ方がされるんで

すか。 

○岡村教育次長 ここの部分につきまして

は、この小中一貫教育をするという風であれ

ば義務教育学校という名称が変更になると思

います。 

ただ、小学校・中学校別々でありますの

で、教育課程も別という考え方から、今の段

階では義務教育学校というような名称にはな

らないという考えです。 

○吉元教育委員長 ただ、いろんな行政の立

場として現実的には一貫教育学校とかならな

くても、最終的には義務教育学校ということ

を目指しているわけでしょう。 

行政として、文科省としては。 

ただ、そこでどういう使い方をするか。今

は違うけれども、最終的には義務教育学校と

いう形での取り扱いができるようになる、そ

れを目指してとにかく進めていくんだという

ような意気ごみみたいなものを感じさせるも

のを住民に宣伝していくことなんだろうか。 

今、次長の話を聞くとうちはちょっと今の

現状からいくと難しいというか取り組みとし

ては早急には無理だなとは言いながら、暫

定、暫定という形で行政がこの義務教育学校

の取り組みについて指導してくれているのだ

けれども、もっと積極的にこれに向けて進め

んでいくのか、無理だからと言ってぼちぼち

やるという風に考えるのか、教育大綱の中に

も出てきているように、それに向けていろん
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な政策を考えていくという１項目が入ってい

るものですから、多分このことが当たると思

うんです。 

だとすれば、この義務教育学校の捉え方を

積極的にとらえるか、地域的に消極的に捉え

ていくとか心構えとして大事なような気がす

る。 

どうなのだろうか。 

○永田教育長 国の方では、義務教育学校の

部分について試験的に取り組んできた部分が

ありまして、その成果として効果があるとい

うことで、取り入れた方がいいのではないか

という判断示していますけれども、国の方で

は法律の中では市町村の判断によりますとい

うことで考えておりまして、ただその場合に

先ほど言いましたように、並置校の場合とか

複数の小学校と中学校がある場合とかいろん

な課題が残されているという問題もありま

す。 

それから、免許の問題もそのとおりです。 

そういう問題がクリアされない限り、市町

村としても取り組みづらい部分があるのかな

と。 

茂辺地小中学校みたいに並置校の場合に

は、校長先生が一人になったとしても今でも

一人の状況ですから変わらないわけで、そっ

ちの方が連携した教育をする上ではやりやす

いことは間違いないのですけれども、それ以

外の学校の分についてはその地域事情による

部分がある。 

例えば、学校を統廃合して立て直して大き

い学校を作るといった場合に、義務教育学校

にもっていくとか、そういった位置付けにし

ておいた方がいいのかなと。 

現状ではまだ効果とか状況というのがなか

なか把握できない部分もありますので、小中

連携、小中一貫教育は必要だと思いますけれ

ども、義務教育学校の弊害はまだまだあるの

かなという心配のありますので、その辺はま

だ積極的に進めるとまでは言いきれない部分

もあるという風に考えております。 

○吉元教育委員長 そうしたら、うちの場合

は大綱は３年という期間をいっているんだけ

れども、とりあえず３年現状だね。 

３年済んだら考える。 

○永田教育長 義務教育学校になっても、や

はり小中学校の先生の意識の問題というのが

一番大きい問題かと思います。 

義務教育学校を進めていく上におきまして

も、小中の連携、先生方の意識を統一してい

かなきゃならないと、この３年間は連携と一

貫した教育方針を持つことがまず先決かとい

う風に考えております。 

○吉元教育委員長 この次、指導要領はいつ

変わるのか。どのような頻度で。 

○岡村教育次長 たぶん、５年くらいに一回

かと思います。 

○吉元教育委員長 そうすると、現段階のい

ろんなものを見てくると、学校自体に対する

負担がすごい多い。 

校長先生とか管理職に対する負担がすこい

多くなってくるので、今の指導主事みたいな

人が間に立って、今は二人ですけれども、役

割として、一緒になって頑張れという文章が

ところどころに出てくるんですよ、 

だとすれば、やっぱりそれに向けてうちで

だいたい目安をどの辺においていうのをある

程度、今日とか来年度ということでなくてい

いので、３年は無理だろうと。 

しかし、３年の間に何とかどうするかくら

いの図面は引かなきゃないだろうなという感

じは文科省の通達の中から考えられるんだけ

どね。 

○田島委員 小中一貫教育については、教育

長の言っている先生方の人事の関係がある。 

 北海道の大綱を見ても、小中一貫教育をや

りますよということは載っていないんです。 

最終的には、市町村の義務なんですけど

も、今言ったように先生方の人事は教員免許

のこともあるから、やはりこれは市単独では

出来ないと思う。 

次長から説明があったのは、国の文科省の

ことを説明されていると思う。 

都道府県、北海道でどんな考え方なのか。
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これからどういう風にして北海道の教育委員

会が動くのか、見据えてから３年間の計画を

出した方がいいのではないかと思う。 

北海道では、大綱には載っているのは、コ

ミュニティスクールを全道的に広めますよ

と、こういうことが大綱に重点項目として

載っている。 

ですから、コミュニティスクールも今年度

は函館市で１校やりますということですか

ら、これについてもですね、なかなか進まな

いと思う。コミュニティスクールについても

中々進めがたいし、一貫教育にしても中々難

しさがあって、文科省が思っているようには

全国的には進まないだろうと私は思う。 

したがって、あまりあせらずに、じっくり

道の指導を受けながらタイミングを見て作成

した方がいいのではないかと思います。 

文科省では、先をいっているもので、高校

入試のやり方を２０２２年から変えますよと

言っている。 

２０２０年から大学入試を変えますよと

言っている。 

共通試験の関係で変えますよといっている

ものですから、教育関係については先がなか

なか文科省が焦って、かなりいろんなものを

出してくるんですけれども、高校入試、大学

入試あるいは一貫教育、コミュニティ・ス

クールというものは、セットにしてもってい

きますので、やりやすいものから飛びつくの

ではなくて、道の指導を受けながら北斗市全

体の流れというものをきちんと作って、こう

やりますよといった方が、先生方に納得させ

やすいのではないか。 

北斗市においても先生方の人事もあります

から、函館市ではやっていない、七飯町では

やっていないとなれば、先生方の意識の問題

もあるので、職員の皆さんは道から給料をも

らっているので、そういうことも踏まえなが

ら、じっくりと計画を考えた方がいいのでは

ないかという感じは持っている。 

○高谷市長 これは、田島委員が言われたよ

うに道のスタンスというか考え方は明確に出

されていないんですか。 

○田島委員 ないと思います。 

○吉元教育委員長 ないですね。 

○田島委員 道の大綱には、まずこれは入っ

ていない。 

人事権は道にありますから、免許の関係も

ありますので。 

○高谷市長 そういう課題を整理しないまま

に国が言いだしたというのもね。 

○田島委員 国も逃げているんですよ。 

今やるんであれば、暫定的に教員の免許を

維持するとかと言ってるものですから、それ

に引っかかっちゃだめなのではないかと思う

んですけれども。 

○吉元教育委員長 本当に、免許がなくても

いいと言っている。 

○田島委員 暫定的に今すぐやるんであれば

認めますと文科省はいっているが、いろんな

やり方のパターンを許しているんですよ。 

○伊藤委員 色々な市町村の抱えた地域の問

題をまずそれを解決してから、こういうよう

な中高一貫教育というものを考えていっても

遅くはないと思うんだけれども。 

○吉元教育委員長 教育委員会の定例会の中

で例えば３年かけてどうするのか、その他事

項で話し合ってまとめていって、次の段階の

大綱の中でどうとらえていくかということを

決めていくくらいのスタンスでないと大変か

もしれないな。 

○高谷市長 小中一貫教育も義務教育学校も

目的は同じような、中１ギャップを克服する

というようなものだと思うのだけれども、そ

れと小中連携というものをやっている。 

小中連携というのはだれも否定する人はい

ないと思う、絶対必要だと。 

それが小中一貫教育なのか、義務教育学校

なのか別にしても、小中連携というのは大事

だと。 

実質的に小中連携が行われているのであれ

ば、形にとりあえずとらわれる必要は私は無

いのではないかと思う。 

その延長線上でやっていった結果、やっぱ
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り義務教育学校にした方がいいよねとなれ

ば、やっていけばいいのだろうしね。 

○田島委員 連携の形もいろいろあって、例

えば小学校は学年担任がいるが、６年生に中

学校の専任の先生を持ってくるという方法も

ありますよと言っている。 

それにしても免許でしょ。 

だから、中々免許制度の道の考え方がはっ

きりしないと６年生を中学校並みの学科の担

任にすれば中１ギャップが少なくなるだろう

と言われているのですけれども、道の人事権

のあるところである程度きちんとしてもらわ

ないと、人事も含めて。 

中々難しいと思う。 

○高谷市長 もし仮に、一番やりやすいのは

小学校、中学校同じ校区のところ、石別、茂

辺地、浜分だろうか。 

○永田教育長 クラス担任が学科担任になる

ということで、例えば４・３・２になった場

合に、小学校５年生、６年生、中学校１年生

の一部に学科担任を持ってくるという形がで

きるんですけれども、それによって、中学校

へのスムーズな流れができるということにな

る。 

例えば先ほど言ったように、上磯中学校校

区だとか大野中学校校区となれば、中学校の

先生が小学校に出向いてやるとなると、その

時間のロスが出てくる。 

先生の配置の数そういういろんな問題が解

決されていない中で、田島委員さんがおっ

しゃったように免許の問題どうするんですか

とお聞きしたら、道では何も考えていないと

いうことで、それは市町村が考えなさいとい

うよう風にはいってはいないんですけれど

も、そのようにもちょっと受け止められる。 

文科省ではそんなスタイルの学校がありま

すよということを言っていると。 

そういう意味では、茂辺地小学校・中学校

が同じ学校の中にあるものですから、先ほど

言った移動の時間ということは解消されます

けれども、あとは免許の問題をどうするの

か、そういう部分では茂辺地小中はやりやす

いけども、他の部分ではまだまだいろんな問

題が多すぎるかのかなという気がしていま

す。 

○吉元教育委員長 もう一つは、特例とし

て、特区として何か現在やっている学校もあ

りますよということですよね。 

○永田教育長 あります。 

○吉元教育委員長 ありますよね。 

それは申請によるんですか。 

○永田教育長 そうです。 

そういう学校について中身は分からないん

ですけれども、そのための加配教員を多分入

れていると思うんです。 

そしたら、市町村で皆やるといったとき

に、その加配教員を同じだけ入れてくれるの

かということについては全然いわれてません

し、現実問題の先生の数の中で、今でも忙し

いといわれている先生が、中学校から小学校

に出向いたり、小学校の先生が中学校の子ど

もの状況を確認したりというのは果たして今

の状況で可能かどうかという問題もあると思

います。 

○吉元教育委員長 あくまでもそれは市町村

単位で考えなさいということか。 

例えば、茂辺地は行きやすいですねと、と

にかく試験的に一回そういう取り組みをして

みましょうかいうことはできないんですよ

ね。 

○永田教育長 できます。 

試験期間は終わりましたので、義務教育学

校として始まりますので、やればいいんじゃ

ないんですかという話になると思います。 

○吉元教育委員長 それでは、試験的にやっ

てみますか。 

○永田教育長 ただ、授業カリキュラムも変

わりますので、中学校１年生の授業を小学校

６年生でやる場合もあると思います。 

そうしたら転校してきた場合に習っていな

い子が出てきます。 

そういう問題についてもちゃんと考えなさ

いよと書いてあります。 

どうしていくとは書いてありません。 
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考えなさいという風にしか書いていません

ので。 

○田島委員 やりやすいところからやるとか

そういう計画は市として教育委員会としては

やるべきではない。 

やっぱり、こういう風にやりますようとい

うものを立てながらやれるところからやると

かという風にしないと、やりやすいところか

らという風には全体のカリキュラムを作って

北斗市はこういう形で第１回、第２回やりま

すよとスタンスを取らないと、やりやすいか

ら飛びつくのではなくて、全体をこういう風

にしますというものを立てながら進める計画

をきちんと立てた方がいいのではないかと思

うんですけども。 

○高谷市長 いずれにしても、北海道全体で

の動きがなかったらできないのではないか。 

○田島委員 道でも、やっぱり一貫教育につ

いて一つも触れていないというのは、そこに

あると思う。どこにもない。コミュニティス

クールはいっぱい進めているんですけれど

も、学校運営協議会で。 

○永田教育長 一貫校の話でいけば、中高の

場合には遺愛だとかラサールだとかああいう

ところは中学校・高校一貫した教育というこ

とで、この場合高校になって新たに入ってく

るというパターンはありますけれども、途中

から入ってくるというケースはほとんどな

い。 

私立の場合は先生方が固定化されていると

いうこともありますので、やりやすいのかな

と思います。 

○高谷市長 全然意識したことはなかった

が、そもそも中１ギャップというのはあるの

だろうか。 

○永田教育長 小学校の不登校の数と中学校

の不登校の数を比べますと、３倍くらいに

なっている。 

中学校に入った段階で、授業が急に難しく

なって分かりづらくなる。 

担任はいるんですけれども、教科ごとに先

生が全部違うということでその雰囲気になじ

めないということです。 

○吉元教育委員長 例えば、名前の呼び方が

小学校から中学校になることによって変わる

ということも考えられる。 

今までクラス単位でやってきたのが、中学

校にどんと入るとちょっとやっぱり慣れない

のだろう。 

○伊藤委員 不登校の割合が小学校と中学校

で３倍くらいになっているのは、北斗市の

データですか。 

○永田教育長 そうです。 

○岡村教育次長 小学校が１１名、中学校が

３７名、全部で４８名です。 

○永田教育長 割合は全国も同じような形で

す。 

○田島委員 色々な考え方があるけれども、

この決定していただいた大綱にも、コミュニ

ティスクールも小中一貫教育も載っているん

ですね。 

こういう定かでない問題があれば、３年間

勉強する期間というか道のやり方も見るとい

う期間にして、じっくり計画を立てるという

結論の方がいいのではないのでしょうか。 

○高谷市長 いずれにしても、小中連携とい

うのは大事なので、その小中連携を進めてい

く上で課題を整理しながらこの３年間でどう

いう方向にもっていくのかという方向付けを

考える期間にするということで、今すぐどう

こうということではないということですよ

ね。 

○吉元教育委員長 実際中身の方はそういう

風な考えで進めていこうという考えですか

ら。 

○伊藤委員 文科省と道の教育委員会の受け

止め方がちょっと違うよね。 

文科省の思っていることと道の教育委員会

の受け止め方にギャップがある気がする。 

○永田教育長 道としては、文科省からの指

導というかそういうものはそのまま従ってい

こうという考えはあると思うんです。 

文科省の方は道に対してそういう問題を考

えながら対応しなさいということをいうと、
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今度は市町村に対してその問題を対応しなさ

いということになる。 

設置者は市町村になるわけですから、最終

的には市町村が責任を負わなければならな

い。 

○高谷市長 国は割ととんでもないことを考

えるところだと思っている。 

いい加減なところもあるし。 

○田島委員 これは中々全道で小中一貫の義

務教育をやるとなると、まず不可能に近いぐ

らいではないか。 

財政がよくて、小学校も中学校も建てれる

ような規模の金を国がくれれば大変いいので

しょうけども。 

○永田教育長 補助金は出すとは言っている

んですけれども。 

○田島委員 文科省の補助金と言ったって。 

制度が変わりすぎるんだよね。 

今度は中高一貫教育に対応していく。です

から制度が変わるもんですから、あまりあせ

らずにじっくり検討しながらいった方が。 

去年の２７年度の学力テストは北斗市はそ

れなりに立派な成績を収めたので、そっちの

方にまず一つ力を入れる形をとっていただけ

れば。 

こういうのが徐々にコミュニティスクール

でも小中一貫でもじっくりと計画を作っても

らえれば。 

○高谷市長 モデル事業でスタートしたので

すか。 

○永田教育長 指定校みたいな形で。 

○田島委員 小中一貫校のモデルも平成１９

年からやっていて、平成２８年から法律化さ

れる。やったからといって、全部うまくはい

かないのでは。 

○永田教育長 土曜授業にしてもそうです

し、学力テストの公表にしてもそうですし、

国の方では市町村の判断に任せますという言

い方しています。 

土曜授業については、うちやっていますけ

れども、渡島管内でまだうちだけですやって

いるのは。 

中々進まないのが現実です。 

学力の点数公表も徐々には増えてきてます

けれども、そういう意味からすれば、やはり

いろんな問題がある中で責任を持つのは市町

村ですので、選びながら慎重にやっていく必

要があるかと考えています。 

○高谷市長 正規な議題ではないんですけれ

ども、小中一貫教育については今、うちの方

向性みたいなものが出ましたので、私もそう

いう皆様方の考えを基に、市政と直接関係あ

るかどうか別にしても、そういう気持ちを

持って進めてまいりたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

あと、何かございませんか。 

（「なし」という声あり。） 

○高谷市長 それでは、大変今日は有意義な

意見交換の場になったんですけれども、あり

がとうございました。 

改めてお礼申し上げたいと思います。 

それでは最後になりますけれども、今後の

教育会議の予定などありましたら、事務局の

方からお願いしたいと思います。 

○工藤部長 今年度のこの総合教育会議、ま

ずは大綱策定というところまで大変どうもお

疲れ様でした。 

今年度はこれで閉じさせていただいて、次

年度は複数回、２回になるのか、３回になる

のか調整させていただきまして、大綱の進捗

状況ということの検証していただかなければ

ならないでしょうし、本日最後のように特定

のテーマについて意見交換、議論を深めてい

ただくという進め方になるかと思います。 

大雑把な予定でございますが、次年度そう

いう予定でいるということと、本日決定いた

だいた大綱については市のホームページの方

で議事録等と併せて市民の皆さんにぜひ見て

いただきたい、ご覧いただきたいと思ってお

りますし、議会の方にも会派協議という場が

ありますので、その場で概要についてお知ら

せしてまいりたいと思っております。 

事務局からは以上でございます。 

○高谷市長 次は予定とすると、決算の時期



─ 12 ─ 

に教育の成果が出るんだけれども、その時期

ぐらいが次回ということでいいですか。 

○工藤部長 次回は議会の方に２７年度の教

育事業の報告がありますので、その結果を見

て議会後にこの大綱と比べて進捗状況という

のが初回というのでいいのではないかと思い

ます。 

２７年度の実績を踏まえて大綱の計画は２

７年度、実質２８年度が本格スタートだとは

思うんですけれども、２８年度の中間と２７

年度の実績とを見ていくのがいいのではない

かと思います。 

───────────────────── 

６ 閉 会 

───────────────────── 

○高谷市長 それでは、以上でありますの

で、第３回目の教育会議を閉会いたします。 

大変ありがとうございました。 

 

（午前１０時４５分 閉会）
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